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少子の時代となり，子どもを健全に育成することは，ますます重要となりました。
そのためには医療の充実も必要ですが，基本となる育児，保健が強化されなければ
なりません。本誌はこの意図に沿って，人生の基礎となる乳児，幼児，小学生を対
象として，育児，保健を科学的，実践的に扱うことを目標としています。
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　本編集後記を執筆している 1月末は，寒波襲来の真っ只中です。私の住んでいる
佐久市もマイナス 10度近くの氷点下が続いており，春が待ち遠しいです。さて，
今回の特集は特別支援教育についてです。少子化で子どもの総数が減るなか，特別
支援教育を受ける子どもは増えており，特別支援学級や特別支援学校などの多様な
学びの場の重要度は増しています。一方で，専門性の確保の課題，医療的ケア児に
関する保護者の負担軽減，福祉サービスに子どもの声をどう反映させるかなどの課
題もあります。本特集ではこうした課題に言及しつつ，いくつかの話題にも触れて
います。たとえば，ICTを活用した遠隔授業などを通じて，障害や病気のある子ど
もが社会とのつながりを保つことができること，災害時に必要な配慮は「具体的に
書いて共有する」が重要であること，不登校支援まで含めた未来のこども病院プロ
ジェクトなど，多岐にわたる話題にも触れた包括的なガイドとなっています。今回
の特集が教育・医療・福祉の連携を進めるきっかけのひとつとなれば幸いです。
 （坂本昌彦）
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＊場合によってタイトル・内容に変更が生じることもあります。ご了承ください。

移行期医療を考える�
～�重症心身障害児を例に，�
つながる医療を目指して～
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予約購読のお申し込み
2026年年間前金予約割引購読料　22,216円（税込）
予約購読は最寄りの医学書取扱書店または
弊社ホームページでお申し込みください。
毎月の送料は弊社で負担いたします。
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